
石川県立野々市明倫高等学校 №１
主担当 現　　　状 評価の観点 達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）

１ ① 【満足度指標】（生徒）
アクティブ・ラーニングやディ
スカッションを授業の中に導
入するとともに、オンライン授
業も活用し授業力の向上を図
る。

教務課
各教科

アクティブ・ラーニングやディスカッション
については、一定の学習効果を感じてい
る生徒が見られる。また、反転授業のノウ
ハウは本校にはあるので、更に発展させ
ていく下地はある。

アクティブ・ラーニングや
ディスカッションさらにオン
ライン授業を活用して、生
徒の学習効果が高まっ
た。

アクティブ・ラーニングやディスカッションさらにオン
ライン授業により学習効果が高まった（ａ 強く ＋ ｂ
やや）と感じている生徒が、
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

感じている           １８．９％　やや感じている ５６．０％
あまり感じていない ２０．２％  感じていない      ４．９％
感じている＋やや感じている＝７４．９％　B評価
（昨年度）
感じている ２０．０％　やや感じている ４８．５％
あまり感じていない２５．６％  感じていない６．０％
感じている＋やや感じている＝６８．５％　Ｃ評価

「感じている」＋「やや感じている」が昨年度より６．４ポイント上回った。
これはアクティブ・ラーニングやディスカッションについて、その技法や
内容面に改善してきたことを意味している。日頃から授業手法や成果
の共有を行い、「思考する授業」を実践し、生徒が主体的能動的に取り
組む授業を増やしてきた結果である。今後、更に授業改善を実施して
いきたい。

② 【努力指標】（教員）
授業の中で生徒が自分の考
えを述べる場面、論理的思考
力を育成する場面、教師と生
徒とのやりとりの場面を設定し
ている。

教務課
各教科

「思考を必要する発問」とするための発
問の工夫や、生徒の活動の中で「表現
する場面」の設定を、積極的に進めてい
る。

各授業で生徒の発表の場
面や教師とのやりとりの場
面を多く設定し、生徒の言
語活動の活性化を図る。

日々の授業において、考える必要のある質問をし、
生徒が発表（発言）する場面を（ａ多く＋ｂ時々）設定
している割合が
　Ａ　９５％以上
　Ｂ　９０％以上
　Ｃ　８０％以上
　Ｄ　８０％未満

ａ多く設定２６．５％　ｂ時々設定７１．４％　ｃあまり２．０％
ｄ全く０．０％
ａ＋ｂ=９７．９％　Ａ評価

昨年度
ａ　３１．９％　ｂ　６１．７％　ｃ　６．４％　ｄ　０．０％
ａ＋ｂ＝９３．６％　　Ｂ評価

ａ評価＋ｂ評価が９７．９％と昨年度より４．３ポイント上回ったが、ａ評価
（多く設定）について見れば５．４ポイント下降している。コロナ禍で、授
業時間確保が急務であり、時間的に余裕をもって授業に臨むのが難し
い中でも、授業改善を図り、生徒自ら主体的能動的に学ぶ力をつけよ
うとした結果であると思う。

③ 【成果指標】（生徒）
家庭学習と授業内容の連動を
図り、学習習慣の確立と学習
内容の質の向上をめざす。

教務課
各教科

家庭学習時間を着実には伸ばしている
が、平日自宅学習２時間を超える生徒の
割合はまだまだである。いずれの学年
も、朝学習や宿題と関連させることによ
り、家庭学習の充実を図る必要がある。

質および量ともに充実した
家庭学習の習慣が確立さ
れている。

家庭学習に積極的に取り組み、十分に確保できた
と考えている生徒が、
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　７５％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

ａよく当てはまる１４．２％　ｂやや当てはまる５８．８％
ｃあまり２３．６％　ｄ全く３．４％
ａ＋ｂ=７３．０％　Ｃ評価

新規のため昨年度のデータなし

コロナ禍で、例年なら行われているはず家庭学習への意識付けの指
導が、1学期前半は十分な時間が確保できなかった。今後はホーム担
任、授業担当者、部活動顧問など様々な教員から日々の授業に対す
る予習・復習の徹底や、適切な課題設定を行い、自発的に家庭学習に
取り組む習慣を確立させていきたい。

④ 【満足度指標】(生徒)
朝学習の充実により、学びに
むかう主体性を身につけ、学
びの質を高める。

各学年 【１年】
思考する朝学習と漢字学習の実施
で、国語の「読む」「書いて表現す
る」力に結びつけたい。また数学は
問題集からの小テスト→再テスト→
学習会の流れで基本的な学力を向上
させたい。
【２年】
「思考の時間」を含めた昨年度の活
動によって、主体的に朝学習に取り
組む姿勢は確立している。今年度は
共通テストも見据えて、理系・文系
それぞれに応じた科目・内容を設定
して、授業との効果的な連動を実践
している。
【３年】
進路実現のために各教科が精選した
学習内容を、コースの特性を踏まえ
て用意する。特に、基礎学力の確認
と充実を図る時間として利用する。

生徒自身が積極的に朝学
習に取り組み、学力や教
養が身についたことを実感
している。

朝学習で学力や教養が身についたと考える生徒の
割合が
  Ａ  ８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ  ６０％以上
　Ｄ　６０％未満

８０．４％　Ａ評価
昨年度　７８．６％　Ｂ評価

令和２年度　学校経営計画に対する中間評価

重点目標 具体的取組

書くことを基
本に自らの考
えを整理し、
深く思考する
ことで論理的
思考力及び
批判的思考
力を育成し、
課題発見・解
決能力を身に
つけ生きる力
を育成する。
その際には、
主体的・対話
的で深い学
びを実現する
様々な手法を
活用する。

朝学習に積極的に取り組んだ生徒の割合が、昨年同時期より３学
年全体でやや増加した。朝の小テストだけでなく、再テストや学
習会の取り組みを通して、しっかり準備をしてテストに向き合う
ことの重要性に気づいた生徒が増えたためであると思われる。し
かし、学習内容の定着に向けての意識はまだ低い部分があり、テ
ストに追われているという意識を持った生徒がいることも否めな
い。着実にスモール･ステップを踏ませて、主体的に取り組む生
徒をさらに増やしていきたい。
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令和２年度　学校経営計画に対する中間評価
石川県立野々市明倫高等学校 №2

主担当 現　　　状 評価の観点 達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）

２ ① 【満足度指標】(生徒)
クラス全体の指導やきめ細か
い個人面談などを通し、生徒
の進路意識を高め、設定した
進路目標を実現するために自
ら能動的に学習し、学力を高
める努力をするような意識づ
けを行う。

進路
指導課
学年
教科

卒業時の進路達成を意識した、高い志
望を掲げさせる方策が奏功し、全学年で
高い数値を更新している。今後もこの取
組を継続しつつ、その志望の実現のため
の能動的な学習習慣の確立について積
極的に働きかけていく。
３年では４年前の進路志望指導の変革
以来、高い志を掲げ、進路結果につな
げていく生徒が年々増加している。

進路学習や面談などの進
路指導を通して、５教科に
対する学習意欲が高まり、
学力が向上する。

【１・２年】９月の進路志望調査で、国公立大学を目
標とする生徒が
　Ａ　９５％以上　　　Ｂ　９０％以上
　Ｃ　８５％以上　　　Ｄ　８０％以上
【３年】９月の進路志望調査で、金沢大学以上を目
標とする生徒が
　Ａ　９０人以上　　　Ｂ　７０人以上
　Ｃ　５０人以上　　　Ｄ　５０人未満

【１年】
      　９３．４％　　  Ｂ評価
【２年】
         ８２．８％　　 Ｄ評価
【３年】
 　　　　１２２名　　 　Ａ評価

　　　R01       　H30
１年　９４．３％　９０．１％
２年　９０．１％　８９．５％
３年　９９．０％　８３．０％

② 【成果指標】(生徒）
進路指導課から各学年、教科
に方針を発信することにより、
教員全体の相互理解を深め、
生徒の進路志望を実現するた
めの学力向上の取組を組織
的に行う。

進路
指導課
学年
教科

現１年生：家庭学習の習慣を確立させな
がら基礎学力の定着を図る必要がある。
現２年生：国英数の総合力で近年の本
校の平均値を上回る。全ての層において
さらに力をつけることにより、過去の高学
力学年を超えていくことが期待できる。

基礎学力と応用力を身に
つける。

１,２年生の学力試験で国語、数学、英語の各教科
の全国偏差値が
　Ａ　平均偏差値５０以上
　Ｂ　平均偏差値４８以上
  Ｃ　平均偏差値４５以上
　Ｄ　平均偏差値４５未満

７月進研模試による　　（　）内は昨年同時期
【１年】
国語４７.４（49.1）　数学４７.４（50.1）　英語
４３.４（47.0）
【２年】
国語４９.０（48.2）　数学４８.４（47.1）　英語
４６.４（46.5）

７月進研模試の３教科総合全校偏差値は、１年が４５．５（昨年４８．６）、
２年が４８．１（４７．２）であり、１年は直近５カ年の最低値であった。昨年
度に１年次の直近５カ年の数値が最高であった２年は、昨年度は上
回ったものの一昨年度を下回ることとなった。今年度は、新型コロナ感
染症に係る休校期間が長く、入学後に「育てる」明倫の強みを十二分
に活かすことができなかったため、今後の指導による伸長に期待した
い。　評価は１１月の進研模試で判断する。

③ 【成果指標】(生徒）
進路
指導課
学年
教科

国公立大学、難関私立大
学を目標とした生徒の育
成と、それに見合った学力
をつける。

１,２年生の国語・数学・英語の学力試験全国偏差
値５４以上の生徒が
　Ａ　５５人以上
　Ｂ　４５人以上
　Ｃ　４０人以上
　Ｄ　４０人未満

７月進研模試による全国偏差値５４以上の生徒
（　）内は昨年度同時期
【１年】　　１６名（３６）
【２年】　　４３名（３５)

７月進研の結果、全国偏差値５４以上の生徒は１年では１６名、２年で
は４３名であった。１年は平均偏差値と同様に前年度を大きく下回り４
年前を除き直近５年で最少人数となった。１年においては、入学時に
定員を下回った影響もあり下位層が多い構成となっているが、６４以上
の最上位層が２名いるなど、今後の進路志望指導、学習指導によっ
て、中下位への支援を手厚く行いつつ上位層の強化をはかっていきた
い。評価は１１月の進研模試で判断する。

④ 【成果指標】(生徒）
国公立大学、難関私立大
学への合格者を増やす。

金沢大学以上の国公立大学合格者数が
　Ａ　１５人以上
　Ｂ　１０人以上
　Ｃ　５人以上
　Ｄ　５人未満

年度末に報告

国公立大学合格者数が
　Ａ　７０人以上
　Ｂ　６５人以上
　Ｃ　５５人以上
　Ｄ　５０人以上

年度末に報告

難関私立大学合格者数が
　Ａ　２０人以上
　Ｂ　１５人以上
　Ｃ　１０人以上
　Ｄ　１０人未満

年度末に報告

重点目標 具体的取組

個別面談や
学習活動を通
したきめ細か
な指導により
生徒一人ひと
りの可能性を
引き出し、早
期に高い進
路目標を持た
せ、進路実現
に向けての意
欲と主体性を
育む。

進路
指導課
学年
教科

１年は、休校再開後の文理選択指導や保護者対象の説明会の開催な
ど、ほぼ例年通りの早期の進路指導を手厚く行い、進路意識の涵養と
学習への意識付けを行っており、３年連続で９０％を上回った。
２年は昨年度、９０％を上回る高い数値であったにもかかわらず、８５％
を割り込む結果となった。原因として、コロナ感染症対策にともなう進路
関係行事の計画変更や中止による指導機会の喪失や遅延があげられ
るため、今後の指導機会の充足により、高い志望を涵養していきたい。
３年は金沢大学以上を目標とする生徒の割合が、過去最高であった昨
年度の３年生の37％を大きく上回る46％となった。今後とも、この高い
志を家庭学習の定着や学習時間の伸長につなげていく取組が重要で
ある。
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令和２年度　学校経営計画に対する中間評価
石川県立野々市明倫高等学校 №3

主担当 現　　　状 評価の観点 達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）

３ ① 【成果指標】（保護者）
保護者にＰＴＡ活動等に積極
的に参加してもらい、教育活
動をバックアップしてもらう。

総務課 挨拶運動への参加保護者数が全生徒の
約６割であり、学校行事、ＰＴＡ行事への
参加呼びかけに工夫が必要である。さら
に今年は休校措置に伴い、前期の行事
や取り組みが相次ぎ中止になっている。
安全に取り組みができるようになった際
に、積極的に来校いただけるよう企画・
呼びかけを工夫する。

多くの保護者が学校行事
等に関心を持ち、積極的
に参加している。

学校行事やＰＴＡ活動で保護者が来校した回数の
平均が３回以上の割合が
　Ａ　７０％以上
　Ｂ　６０％以上
　Ｃ　５０％以上
　Ｄ　５０％未満

７月現在、来校した回数が
５回以上0.8％　４回　1.9％
３回　14.4％　２回以下　82.9％
３回以上　17.1％

９月現在３回以上来校されている方が17.1％である。挨拶運動は中
止、５月のＰＴＡ総会も書面表決、８月は明倫祭も非公開など感染症防
止のため、多数来校ができない状況だった。２回以下が82.9%となった
のもやむを得ない結果である。現在も安全な状況とは言えず、積極的
に来校を勧めることは叶わないので今回、成果の分析はなじまない。こ
の中にあって、保護者懇談や学年別説明会PTAの仕事などに来てく
ださったことを有り難く思うとともに、安全に留意し、活動の形を模索す
ることが課題といえる。

② 【成果指標】（教員）
本校の教育活動、生徒の活
動の成果をホームページ上に
掲載し、広く情報を発信する。

総務課 データ量が増え、最新の情報に更新され
ていないページが見受けられる。各課・
学年に該当ページを周知し、更新手続き
を積極的にしてもらうことで新しい情報の
提供に努めたい。

各課、学年等からの最新
情報が集約され、速やか
にホームページ上に掲載
される。

ホームページ上の更新回数が
　Ａ　100回以上
　Ｂ　80回以上
　Ｃ  60回以上
　Ｄ　40回未満

9月15日現在の更新回数（限定公開を除く）128回
昨年度８月末で69回

学年便り、部活動、保健便り、学校日誌などこまめに更
新している。さらに、明倫祭の動画など保護者生徒対象
の限定公開も即日更新し、学校の様子を知っていただく
よう努めている。

本校のホームページをよく閲覧しているという問いに「よく当てはまる」「やや
当てはまる」と回答した保護者が22.8％から、40.9％と増加している。更新の
回数も増えたが、今年は休校や行事変更などが多く、情報源としてHPを見て
いただけたと思われる。旬の情報を更新することで楽しく役立つものになるよ
う続けたい。

③ 【成果指標】（生徒）
部活動の加入を促し、学校全
体の活性化を図ることで、生
徒のチャレンジ精神の向上と
レジリエンスの獲得を目指す。

生徒課 様々な状況の中で、中途退部者が１０％
弱発生している。各顧問と協力し、中途
退部者防止策や生徒に対して他の部へ
の再入部の支援体制を行う必要がある。

生徒が加入した部活動を
年間継続している。また、
転部をした生徒も活発に
活動している。

１,２年生の部活動の加入率が
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　８５％以上
　Ｃ　８３％以上
　Ｄ　８３％未満

９月現在
１年生　９９．３％
２年生　７６．９％

１,２年生の部活動の加入率が　　　８８．１％　Ｂ評価
昨年度　９３．５％　Ｂ評価

１年生は全員部登録をするようにしているが、初めから登録できていな
い生徒１名、退部後に次の部が決まっていない生徒が１名いる。
２年生は最初から登録していない生徒が８名、途中退部が４２名いる。
２年生の途中退部生徒数が今年度の部登録時から２割の生徒が退部
している。
課題として、生徒が日々の部活動に意欲を持ち、充実感・達成感を味
わえるように活動や大会の結果を称えたり応援したりする機会を作る。

④ 【成果指標】（明倫祭来場
明倫祭の外部公開を継続し、
校内開催と校外開催の内容を
充実させ、近隣商業施設・小
中学校でのポスター掲示など
の広報活動を活発にすること
で、地域と連携を目指す。

生徒課 土日開催ということで、土曜日に本校で
開催する1日目の来場者数が増加すると
見込まれる。また、日曜日の県立音楽堂
への来場者は保護者が中心となる見込
みである。

地域への広報活動と、内
容の充実により、１日目の
小中学生と地域住民の来
場者数を増やす。

１日目の来場者数のうち小中学生・地域住民が
　Ａ　３３０人以上
　Ｂ　３００人以上
　Ｃ　２７０人以上
　Ｄ　２３０人未満

一般公開取りやめのためデータなし 新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、本校を会場に一日開催、
保護者を含め一般公開を取りやめた。そのため例年と異なり生徒は準
備した企画を保護者・一般の方に発表したり、おもてなしすることができ
なかった。
しかし、感染対策として多くの制限や条件の中で、短期間の準備で
あったが生徒は各ホームの企画や発表をしっかり成し遂げた。

⑤ 【成果指標】（生徒）
図書委員会による本の読み聞
かせや本の紹介カードの作
成・展示など地域と連携した
活動を行うことで生徒のチャレ
ンジ精神と主体性の涵養を図
る。外に出る機会は制限され
るが、それでもできる範囲で活
動していく。

図書課 地域の保育園に読み聞かせに行ったり、
『放課後子ども教室』で小学生に本の読
み聞かせを行ったりした。地域と連携した
活動は評価も高く、一昨年度より１回行
事を増やすなど生徒の自信と主体性を
高めることにつながっている。

行動が制限される中でも、
地域と連携した図書委員
会活動において、生徒が
積極的に活動し情報を発
信した。

地域と連携した図書委員会活動の回数が
　Ａ　年間６～７回
　Ｂ　年間５～６回
　Ｃ　年間４～５回
　Ｄ　年間４回未満

※休校・自粛の現状を考慮して数値を設定した

年度末に報告
１学期中は実施できず。

コロナ禍の影響で、例年のように夏休み中の「放課後こども教室高校
体験」も「絵本リーディング自習」も実施できなかった。

重点目標 具体的取組

部活動や生
徒会活動の
活性化ととも
に、地域行事
への積極的
参加を通して
地域貢献に
努める中で、
視野を広げつ
つチャレンジ
精神やレジリ
エンスの涵養
を図り、明るく
活力ある学校
づくりを推進
する。
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令和２年度　学校経営計画に対する中間評価
石川県立野々市明倫高等学校 №4

主担当 現　　　状 評価の観点 達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）
４ ① 【努力指標】（生徒）

登校指導や生活指導などを
通して、挨拶がしっかりできる
人間の育成を図る。

生徒課
各学年

保護者や全職員による登校指導や、有
志の生徒による挨拶運動により、挨拶を
する環境が生まれ、生徒は自然と挨拶を
行うようになっている。しかし、しっかり声
を出せる生徒が少ない。

登校時や校内で出会った
人に対して、積極的にしっ
かり声を出して挨拶をする
生徒が増えている。

生徒同士や教職員、外部からの来客に対し、進んで
自分からしっかり声を出し挨拶できた生徒が
　　　　　　　　　　　　　　　（　　）昨年度
良くあてはまる　26％（26％）
やや当てはまる　57％（54％）　計83％（80％）Ａ
評価

生徒の自己評価は高いが、新型コロナウィルス感染症の影響か大きな
声を出す機会が減ったためか、しっかり声を出す生徒が少ない。しか
し、自ら挨拶する生徒は徐々に増えていると感じられる。
新型コロナウィルス感染症の影響が解消された時には、進んで自ら
しっかり挨拶ができるように教員も見本となる挨拶をしていく必要があ
る。

② 【努力指標】（生徒）
生徒課
各学年

生徒の規範意識は高いものの、僅かで
はあるが、頭髪の加工や制服の不適切
な着用で規律を守れていない生徒がい
る。

規律を遵守し、自ら身なり
を整える生徒が増えてい
る。

制服を意識的に正しく整えている生徒の割合が
　　　　　　　　　　　　　　　（　　）昨年度
良くあてはまる　60％（65％）
やや当てはまる　37％（30％）　計97％（95％）Ａ
評価

制服着用はしっかりできていると感じられるが、女子でスカートを曲げ
ひざ上にしている生徒もいる。頭髪では、男女共通で前髪の長さ・髪色
で指導を受けている生徒もいるが、指導を受け入れ再検査に応じてい
る。
時代の流れなのか髪型でツーブロックのような髪型が見受けられるよう
になり、指導の基準の検討が必要になってきている。

③ 【成果指標】（生徒）
交通安全教室や街頭指導を
通して、自転車の安全運転の
励行を図る。

生徒課
各学年

規範意識自体は高いが、イヤホン着用
や並列走行などに違反意識が薄い。細
かな指導と啓発活動が急務である。

自転車運転のルールとマ
ナーの必要性を認識し、
交通ルールを遵守する生
徒が増えている。

交通ルール（自転車運転でイヤホン着用や並列走行
をしない）を遵守している生徒が
　　　　　　　　　　　　　　　（　　）昨年度
良くあてはまる　74％（72％）
やや当てはまる　22％（24％）　計96％（96％）Ａ

生徒の自己評価では交通ルールを守っている意識が高い。石川県警
からの交通指導状況でも４～７月で７件と少ないが、登下校時にイヤホ
ン着用や並走行が見受けられることがまだまだある。
生徒課を中心に学年団・部活動が連携して粘り強く声掛けを継続す
る。

④ 【成果指標】（生徒）
生徒課
各学年

全校で取り組んでいる校外清掃や部単
位での校外活動を行っており、今後もこう
した機会を通じ地域貢献意識を高める。

ボランティア活動を通して
地域貢献できていることを
感じとり、積極的に活動に
取り組めている。

年度末に報告
１学期中は実施できず。

新型コロナウィルス感染症のため、例年通りに部や生徒会企画のボラ
ンティア活動ができず、野々市駅・中央公園・学校周辺の清掃ボラン
ティアのみ実施予定である。（10月9日予定）
今後、新型コロナウィルス感染症の状況が改善された場合に、できる範
囲で地域貢献につながる活動に取り組む。

⑤ 【成果指標】（生徒）
生徒の良好な人間関係作りを
支援する。

相談室
各学年

生徒は全体的に落ち着いた生活をして
いるが、人とかかわることを苦手とする生
徒が増えており、良好な人間関係を築く
ための手立てを必要としている。

生徒がクラスや部活動に
居場所を見出し、学校生
活が楽しいと感じる。

⑥ 【努力指標】(教員）
情報の収集、共有を密に行
い、困難を抱えた生徒に対し
て早期に対応し支援する。

相談室
生徒課
各学年

いじめ及び心的支援を必要とする生徒
への対応について職員の情報共有や連
携の体制は取れている。一方、長期欠席
の生徒の対応については、一層の情報
共有と連携を図り丁寧に取り組む必要が
ある。

ａ25.5％　＋　ｂ72.5％=98.0％　Ａ評価

昨年度
ａ8.3％　＋　ｂ81.3％＝89.6％　Ｂ評価

⑦ 【成果指標】（生徒）
保健環
境課

昨年度、歯科検診の結果で要精検者１７
５名中、受診者数は９１名で５１％に留
まっている。生徒には個別指導、保護者
には受診勧告書で医療機関への受診を
勧めているが、歯科については受診率
が高まらない。

医療機関の受診を勧めら
れた生徒が自己の健康管
理上、受診・治療の必要性
を理解し医療機関を受診
した生徒の割合を高める。

検診終了が9月15日のため、集計結果はまだない。 コロナ感染の休校により、検診最終日が9月15日だった。現在、受診を
促している。

⑧ 【成果指標】（生徒）
図書課 生徒一人あたりの本校図書館の年平均

貸出冊数が、１年生の朝読書実施期に
比べると格段に少なくなっている。これは
自発的に読書をしようという生徒が少な
いことを表している。「読みたい本がな
い」という意見も特に１年生から聞かれ
た。また、他校に比して授業での図書館
利用回数が少なく、授業に関連づけた
貸出が非常に少ないことも事実として存
在する。

読書に親しむ生徒が増
え、図書館利用が増加し
ている。授業に関連した図
書の展示などによってで学
習と読書を関連づけること
で、来館・貸出が増加す
る。

年度末に報告 休校開けから学習室利用者は多い。昼休みや放課後の入館者は昨年
よりも増えたという印象である。今後はこれを貸し出し増につなげていき
たい。

重点目標 具体的取組

学校生活が楽しいと感じる生徒が
　A　９０％以上
　B　８０％以上
　C　７０％以上
　D　７０％未満

生徒の変化に対して　ａ（素早く対処し、解決に至っ
た）、ｂ（素早く察知し、対応することができた）の割
合が
　Ａ　９５％以上
　Ｂ　９０％以上
　Ｃ　８０％以上
　Ｄ　８０％未満

各種調査や担任との情報
交換などで、支援を必要と
している生徒をしっかり把
握し適切な対処をしてい
る。

よくあてはまる41.1％＋ややあてはまる47.6％＝88.7％　Ｂ評
価
昨年度
よくあてはまる47.6％＋ややあてはまる39.1％＝86.7％　Ｂ評
価

歯科検診の結果から自己の健康管理上、受診・治
療の必要性を理解し医療機関を受診した生徒の割
合が
　Ａ　６５％以上
　Ｂ　６０％以上
　Ｃ　５０％以上
　Ｄ　４５％未満

歯科検診の結果で健康管理
上、受診・治療が必要と診断
された生徒に対し、個人面談
を通して自己の健康課題を意
識させ医療機関での受診率を
高める。

生徒一人あたりの本校図書館の年平均貸出冊数が
　Ａ　４.０冊以上
　Ｂ　３.５冊以上
　Ｃ　３.０冊以上
　Ｄ　３.０冊未満

　※休校期間を考慮して数値を設定した

図書委員による図書便りや本
の紹介の作成・発行などの図
書案内や各学年団と連携した
一斉読書や読書タイムといっ
た読書指導によって、読書に
親しむ習慣を身に付けさせ
る。

節度ある生活
習慣の確立に
努め、自ら挨
拶し、読書に
親しみ、ボラ
ンティア活動
等にも積極的
に参加する豊
かな人材の育
成を図る。

朝の挨拶運動で協力していただく中で生徒同士や
教職員、外部からの来客に対し、進んで自分から
しっかり声を出し挨拶できた生徒が
　Ａ　８０％以上
　Ｂ　７０％以上
　Ｃ　６０％以上
　Ｄ　６０％未満

制服を意識的に正しく整えている生徒の割合が
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　８０％以上
　Ｃ　７０％以上
　Ｄ　７０％未満

登校指導や生活指導などを
通して、自ら身なりを正すこと
で規範意識を育成する。

学校内外のボランティア活動
への積極的な参加を促すとと
もに、ボランティアに参加した
ことの達成感や地域貢献への
意識を高める。

昨年度７月の調査と比べ、「楽しい」と感じる生徒が微増した。4・5月の
臨時休校があったが、平常に戻り友達との関わりを通して楽しく感じら
れたようである。

生徒がアンケートなどで申告するすべての問題について、素早く対応
することができている。が、解決に至るのが難し問題もある。校内の連
携と関係機関の協力を得て、解決に向かうことができるよう努めていき
たい。

交通ルール（自転車運転でイヤホン着用や並列走
行をしない）を遵守している生徒が
　Ａ　９０％以上
　Ｂ　８０％以上
　Ｃ　７０％以上
　Ｄ　７０％未満

ボランティア活動に、積極的に参加した生徒の割合
が
　Ａ  ７０％以上
　Ｂ　６０％以上
　Ｃ　５０％以上
　Ｄ　４０％未満
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令和２年度　学校経営計画に対する中間評価
石川県立野々市明倫高等学校 №5

主担当 現　　　状 評価の観点 達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題）

５ ① 【成果指標】(教職員）
業務負担の軽減や時間管理
の改善などにより、職員の多
忙化改善を進める

副校長
教頭

部活動指導や分掌業務などで、時間外
勤務が８０時間を超える教職員が１ヶ月あ
たりの平均で3.6人、そのうち１００時間を
超える教職員が1.1人となっている。

時間外勤務が８０時間を超
える教職員が０になる。

時間外勤務が８０時間を超える教職員の月平均の
人数が
　Ａ　０人
　Ｂ　１．０人未満
　Ｃ　２．０人未満
　Ｄ　３．０人以上

　　(単位：人） 4月　5月　6月　7月　8月　平均
　   80時間以上　０　 ０　 １　 ２　 ０　 0.6
うち100時間以上　０　 ０　 ０　 ０　 ０
昨年 80時間以上  ５　 ６　 ７　 ７　 ３　 5.6

Ｂ評価

新型コロナウイルス感染症に関する臨時休業により、４・５月は在宅勤
務を多くの職員が実施するとともに学校再開後も部活動に多くの制約
があったこともあり、大きく改善している。ただし、特殊な状況の下での
結果である一方、消毒等の新たな業務も発生しているので、業務の削
減や効率化、負担の平準化をめざし、行事の精選や業務内容や方法
の見直しなどを進めることが必要である。

重点目標 具体的取組

教職員の資
質や指導力
の向上を図る
とともに、多忙
化の改善に取
り組む。
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